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実感の内と外

地域の国際化とＪＶＣの役割

●はじめに

1988年が始まったばかりの今日，一月のこの日か

ら，西暦2000年までには，ちょうど丸12年の歳月が

ある。しかし，西暦２０００年の前に，１９９０年代とい

う実質，１０年の時代がやってくる。わたしの勝手な

推測であるが，この1990年代こそ人類にとって，と

ても重要な10年になるように思う。変化は今以上に

急速な勢いで進むであろう。今予測されている重要

な問題，たとえば地球の土壌汚染，大気汚染，森林

破壊と砂漠化などの生態的危機の問題，人間の体内

に蓄積される化学汚染物質，ガンやエイズのように

なかなか撲滅しがたい病気，精神的不安，あるいは

石油の枯渇によるエネルギー資源問題，原子力発電

にともなう環境汚染，そして先進国と開発途卜国の

利害対立のより一層の激化など，今は漠然としては

いるがいずれもっとはっきりとした形で解決しなけ

ればならない問題や不安が，より緊急な問題として

われわれに解決を迫ってくるのが1990年代なのでは

ないかと思うのである。

考えてみると，これらの問題はうちのおじいさん

が死んでしまったとか，愛する息子が交通事故でけ

がをしたとか，今日は飯をいっぱい食べてよかった

とか，あるいは会社で昇進した，恋人を見つけたな

どという実感的なことではなく，われわれの毎日を

遠く取り巻いている外側の事実である。われわれは，

大気汚染や体内汚染で自分が病気になる，エイズに

かかるなどということは，他人ならいざ知らず，自

分に関係あるとは夢にも思わないで生活している。

つまり，自分の実感としての世界とその外側の世界

とを，なかなか結び付けて考えることができないの

である。われわれは，一般にこの実感の世界を「地

域」とよんでいる。この「地域」と，もうひとつの

われわれの実感を越えた外側の世界，つまり「国際

的」な世界とを，どう結びつけるかが，編集部から
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依頼されたこの文章の表題，「地域の国際化」という

問題であり，それにかかわる「ＪＶＣの役割」に関す

る考察なのである。

●「地域」とは

私は，われわれの実感の世界を「地域」とよぶと

規定した。しかし一般に地域とは，自分の住んでい

る村とか町，あるいは都市，さらにもう少し広い何

々地方などという空間的，場所的なまとまりを意味

して使われている。歴史的には，世界のいかなる地

域においても，みずからのところで生産し，消費し，

その循環を自己地域内で完結することによって，生

活を維持してきた。しかし地域と地域は交易を始め，

互いに物資の取得と消費を相互依存するようになっ

て，地域連関性をつよめてきた。この傾向は時代と

ともに進展し，今では，ネジ－本，お茶菓子一つ，

ブタ肉一切れがつくられるまでには，じつに複雑で

長い物資移動の経路と距離を必要とするようになっ

た。笑い話がある。ある人品いやしからぬ一人の紳

士が，牧場に行った。牧場主が目の前の牛を指さし

て，「これが牛ですよ」といった。紳士は「これがど

うしたのですか？」といぶかった。牧場主は「これ

があのミルクをつくるやつですよ｣。紳士は｢冗談は

やめて下さい。ミルクはスーパーで売っているので

あって，ちゃんと工場で作られているんだから｣。

「あなたは何も知らないのですね。これが真実，ミ

ルクをつくるのです｣。「もし，それがほんとうなら，

こんな動物が作るものを飲めるわけがないでしょう」

と紳士は憤慨したというのである。

慶応大学の藤田祐幸氏は『エコロジーとエントロ

ピー」という書物の中で，現代の地域の本質を次の

ように指摘している。「都会に生活するものにとって，

スーパーマーケットの華やかな陳列棚の背後に広が

る構造を見通すことは困難である。それぞれの食品



がいつ，どこですだれによって生産され，どのよう

に加工され，どのような添加物を加えられ，運ばれ

てきたものであるかを，われわれは知る必要もなく

生活することができる。しかしまた知ろうとしても，

厚い壁に遮られて知ることもできない構造になって

いる」。

私はここで，人間にとっての｜~地域」というもの

を，もう一度正確に定義しておきたい。それは本質

的に，「経済的｡物質的循環と社会的・精神的循環と

が重なりあって，ある空間的なまとまりをなしてい

るところ」である。この場合の「経済的・物質的循

環」とは物の流通をあらわし，「社会的・精神的循

環」とは「実感しえる」ということとほぼ同意語で

ある。つまり，その人にとって必要な物の循環・流

通の経路がよくみえ，かつその間に介在する人々と

友好にして人間的関係を取り結んでいる空間的範囲

を，その人にとっての本来的な「地域」であるとい

うことができる。その意味で，現代におけるいかな

る地域も，もはや「地域」としての本来の意味を失

ってしまった。つまり，生活に必要な物質の循環が

よく見え，実感しうる関係になっているという意味

での「地域」はすでに崩壊してしまい，われわれの

生活は，見えない関係，つまり実感できない空間を

基盤に成立するようになったのである。

われわれが生きてゆくのに必要な「もの」は，い

かなる遠い距離であろうと，確実にわれわれの手も

とにやってくる。しかし，われわれはその経路をみ

ることができない。明らかに，「もの」は人から人，

場所から場所へと経由していながらも，その人，そ

の場所を特定し，実感することができない。言って

みれば，実感できない世界を前提にして，口だけは

糊して生命が維持されるという植物人間的，過剰保

護的空間に生きなければならず，現代は，みずから

の環境に働きかけることによって獲得しうる生きて

いる実感，あるいは実存的空間を会得することがで

きない，実に不幸な状況にあるといわなければなら

ない。

●地域の国際化

したがって，「地域の国際化」とは，すなわち「実

感」を取り戻すことなのである。本来の意味での

「地域」を回復することなのだといってもよい。実

感しえる日常と，実感しえない外側の世界，あるい

はわれわれの日常的な世界と，物によってたどるこ

とのできる国際的な世界とを結び付けることが，本

来的意味での地域の国際化であり，現代においても

っとも緊急に求められていることである。人間とし

ての尊厳，地域自治，あるいは生態的環境の回復な

ど，われわれが現在当面しているあらゆる問題は，

極端にいえば，この「実感をとり戻すこと｣，すなわ

ち「地域が真の意味で国際化される」ことによって

始めて，解決の可能性がでてくる。

●ＪＶＣの役割

それでは，その実感を回復する上で，何がもっと

も大切だろうか。それは人々の「意志」そのもので

ある。状況にみずから働きかけてゆく力である。そ

して，たぶんその力は「知る」ということから始ま

る。

したがって，われわれにできること,あるいはＪＶＣ

の役割とは，日本の地域と海外の地域とを具体的に

結ぶことである。海外の事実をより多くの日本人に

「知って」もらうことである。その意味でわれわれ

は海外の対象地域に真筆であると同時に，その事実

についてより積極的に日本の人たちに知ってもらう

努力をしなければならない。単なる客観的事実では

なく，その地域の人々と生活を共にして,初めて見

えてくる事実を日本に伝えなければならない。「見

る」とか「知る」ということは，自分を他の場所に

おいたまま，それまで蓄積された枠組によって判断

や評価をするのではなく，その場その状況を共にし，

その場その状況の根源にある自然や人との関係を,

その場において新しく発見することである。そして，

この新しい発見こそ，伝えるに値する事実なのであ

る。

われわれJvcは，海外の現場において獲得した事

実をもって，日本の具体的地域，すなわち神奈川と

か，東金とか，高岡や四国など，数多くの日本の地

域の人々に接し，最終的にはこれら地域の人々が,

海外の事実を実感しえるよう努力してゆかなければ

ならない。人が事実を知るということは，かならず

しもすべてを知るということではない。ある事実を

具体的に知ることによって，そのことから数多くの

事実を類推することができ，自分のよって立つべき

基盤についてのより正確で，広がりのある認識を持

つことが大切なのである。「地域の国際化」とは，端

的にいえば，地域の人を地域の外に連れ出すこと。

地域の人が，海外の事実をより正確に「知る」こと

によって，健康を回復し，ひいてはより永続的な地

球社会を実現できるよう努力することである。

－３－
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生活のひとコマから第三世界をイメージできるか／

中部リサイクル運動市民の会代表萩原喜之

｢古本フェア」は第三世界を考えるきっかけになった

私たち，中部リサイクル連動市民の会は，エコロ

ジカルな共生社会（リサイクル社会）の実現をめざ

し，不用品の再利用・食・農・資源リサイクル・手

づくり．第三世界ショップなど，様々な分野を入口

に，まず身近なできるところからの生活の見直しを

行っています。これらは生活提案という形でよびか

けると共に，誰でも気軽に参加できる場とシステム

づくりを行うことを活動の目的としています。ひと

ことで言えば「生活提案型運動」といえます。

このような国内運動といわれる私たちが第三世界

に目をむけたのは，８５年のアフリカの飢えがマスコ

ミ等でさわがれていた頃です。生活提案，国内運動

という立場から，自らの生活を見直すこととアフリ

カの飢えが少なからず関係しているということをア

ピールしたい。私たちの日常生活そのものが，南北

の格差を生み出している要因となっている。それに

気がついていないだけで，実は加害者なのだという

ことを生活レベルで訴えることを考えてみました｡‘

これが「占本のリサイクルフェア'85」という催し

のベースになりました。家庭に眠っている古本を無

料で提供してもらい，その古本を販売し集まったお

金を援助に役立てようという設定でした。そして結

果的には古本は27万冊集まり，その古本の売上げは

,000万円を上回りました。この'000万円は，お金が

どのように生かされるかがしっかり確認できる所と

いうことで「Ｊｖｃ」を選び，ソマリアの農場建設に

使ってもらうことにしました。

ただ，この催しでどれだけの人たちが自分の生活

とアフリカの飢えとのつながりをイメージできたか

は知るよしもありません。ブームにのった「かわい

そうだから」というものが大きかったのではないか，

またイベントを成功させる主催者として，ついそち

らの方がうけが良いことで流されてしまった向きも

あったかと思います。ともあれ，いままでの「飢え

ているから何とかしてあげたい」から「自分たちは

その加害者なのだ」というアピールをしながらのイ

ベントは成功しました。これが，私たちが第三世界

の問題を，生活見直しの入口のひとつとするきっか

けになりました。

'85古本フェア

第三世界の問題は自分たちの問題

私たちがめざすエコロジカルな共生社会というな

かに２つの視点があります。ひとつは横軸として，

今現在この地球上に生きている人たちが資源や環境

をともにわけあっていくということ。２つ目は縦軸

として，未来に生きる人たち，まだ声を出せない人

たちの分の資源や環境を残してあげられるかという

ことです。

前者の視点は必然的に南北問題，第三世界の運動

とフィットします。ただ日常生活から見直していく

という点で非常にイメージしにくいということがあ

ります。私たちは毎日の食事や買物の中で第三世界

の人々のことをイメージできにくいのです。

ここで，国内連動といわれる人たちは第三世界の

問題等には目をむけない。ということについて少し

お話しをします。どこもそうなのですが，自分たち

のテーマ，現場をこなすのに手いっぱいであるとい

うこと，また役割分担として考えて自分たちのテー

マ以外は手を出さない等があるでしょう。ただ，連

動の目標，到達点をどこに置いているかで，逆に，

運動そのものが足をひっぱる場合もあります。

食べ物の運動を例にとると，まずは生活防衛とい

う立場から，安くて良い物を手に入れる運動という

のがあります。共同購入や生協がそれにあたります。

その運動も量から質の時代に入り，安全性やその安

全性を保障できる関係へと運動の質がつくられてい

きます。食品添加物や健康食品などの関心，グルメ

などもこのワクに入るかと思います。ただこれは安

全な食品の買いあさり運動となり，自分の食生活は
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豊かになりますが，自分たちが安全な食品を手に入

れることのみを追求することが，実は加害者という

立場をとることにつながっていくことに気がついて

いません。物事の関係性，構造をイメージしている

運動の質があるかが第三世界とつながれるかのポイ

ントになると考えます。

食べ物運動には「見える関係づくり」ということ

ばがあります。これは，農薬や添加物というものは

使っているかどうかということをたしかめるのが困

難であり，結局信頼のおける農家をさがすしかない

ということ，また買うという立場だけで関係を考え

ているだけではだめで，生産・流通・消費という構

造の中でとらえようということばです。さらにこの

ことは，農業のベースになる，水と土等の環境を守

る，農業自体を守る，さらには穀物の国際戦略の問

題と大根１本から様々にからみあった構造へと向か

います。

運動の視点がここまで深まった時，第三世界の問

題もおのずと自分たちの問題として，浮かび上って

きます。何を求めて生活（運動）をしているのか，

何故問題が発生したのか，見えにくくなっている問

題の本質をイメージできるかが連動の質を変えてい

きます。

中部リサイクルのイメージのしかた

私たちは「食える市民運動」をめざしています。

これは，ただ運動をしながら食えれば良いというこ

とだけでなく，人間の生活＝働くことである。食う

＝生活である。生活の営みの源として食うことがあ

ると考えているからです。誰もが生きるためには食

べることから逃れられません。そのために働きます。

その働き方のまちがいが社会の矛盾をひきおこして

いるのではないのでしょうか。

今の社会の矛盾はひとりひとりの人間の行動から

始まり，分業化などでそれぞれの手からすべてが遊

離し，社会構造をつくって見えにくくなっていく。

このことを自覚し，加害者であることをやめようと

する。だから働く＝食うことにこだわります。それ

がエコロジカルに生きる＝働くことだろうと考えて

います。

自分から，生活から，できるところから始まるの

ですが，ひとりでやる限界があります。そこで加害

者になることをやめた人たちがつながる必然がでて

きます。それが運動なんでしょう。最近様々なジャ

ンルの団体が，自分たちだけの運動に限界を感じ，

つながりを持ちはじめています。日本ネグロスキャ

ンペーン委員会という団体は生協や共同購入会と手

を結び，食と第三世界の運動をつなぎました。これ

が，ネグロス島の人たちとの「黒砂糖」の草の根貿

易として実現しています。

私たち中部リサイクルも関っているのですが，そ

れぞれの団体が自分たちを生かしつつ，自分たちの

ワクを超え，それぞれの運動のちがいを認め，力を

出し合っています。今後このようなかたちで，加害

者になることをやめ，構造を変えていこうとする様

々の団体が第三世界を視野に入れ活動を展開するこ

とは必然となるでしょう。

鮒
#蕊

；

▲

第３世界ショップと

ネグロス島の砂糖し

ぐ中部リサイクルの機関誌

リサイクル情報ばかりでなく自分たち

のくらしの中身も考える

－５－
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地域からの国際交流・海外協力をめざす－ぶどうだなの下のシンポジウムより

私は日本のおかあさん

昨年９月26日，東金市の松之郷ぶどう園で「地域

からの国際交流・海外協力をめざす一ぶどうだな

の下のシンポジウム」が開かれた。これには山武ボ

ランティア協会をはじめとする地元東金の人々や，

ホームステイするために訪れていたアジア各国から

の留学生が参加した。

パネラーには国際交流やアジア問題の専門家が招

かれたが，なかでもベトナム難民の青年たちから“お

かあさん”と呼ばれている行方百合子さんの話は大

きな反響を呼んだ。行方さんの話は数日後の朝日新

聞「天声人語」にも，市民の中から生まれた国際交

流として紹介された。

トゥエン君との出会い

私は一介の主婦です。家庭と職場を行ったり来た

りで，今日のテーマである“国際化''とか,“海外協

力”には縁のまったくなかった１人の主婦でござい

ます。で，主婦としても夫に言わせると20点ぐらい

しか点数をもらえません。パチンコにあけくれたり，

優越感，挫折感にふりまわされるような生活をして

おりました。

そんなある日，日本にいる難民の人たちを80人東

金に迎えるのだけれど，山武ボランティアの人の家

だけではとても足りないので，ホームステイの受け

入れ先になってくれないかというお話がありました。

１晩ぐらいならということで，私は引き受けること

にしたのです。本当に簡単に，問題意識も何もなく

お引き受けしました。

そしてその晩に来たのは，２９歳のベトナム人のホ

ーム・トウルン．トゥエン君という男性で，とても

スマートでハンサムで，１ぺんで気に入りました。

彼はそれ以来今日まで私をず－つとおかあさんと呼

んでくれています。私は自分にも１人子供がおりま

すが，自分の子供と同じように彼も我が子だと思っ

ています。これは断言できます。そういう心の交流

といいましょうか，触れあいが１年間以上続いたわ

けですね。

行方百合子

それで今日は，なぜそんな風になったのかお話し

してみたいと思います。これまで国際化などという

ことはまったく関係がなかったのですが，難民の青

年を受け入れることで，アジアの文化を知ったり，

あるいはそういう人の苦しみ，悲しみをいっしょに

考えるようになり，私自身が変わっていくことで将

来平和につながるのではないかということまで考え

るようになったんですね。人生観がまったく変わっ

たんじゃないかとも言われるんですが。

まず彼が泊った夜のこと，非常に大きな感動を得

ました。何のごちそうもしませんでしたが，皆と食

卓を囲みましてね。「あなたはとても悲しい思いをし

たでしょう」という質問をぶつけたわけです。「あな

たは難民だったというけれど，難民というのはどう

も私は嫌いです」「何か困難な民族だという印象が

あって，言葉自体が嫌いですが，あなた自身はどう

受けとめていますか」といきなり聞いたのです。す

ると彼は「僕は人間だし，難民でちっとも恥ではな

いし，堂々と難民だと言えます」と言いました。そ

れには深く感動しました。なんて自分は浅はかなこ

とを聞いたのだろうと思いました。続けて私は「あ

なたがボートピープルで逃げてくる前にお母さんと

の別れがあったのですね。弟さんはベトナムにいる

そうですが，あなたは非常に悲しい思いをしたので

すね」｢お母さんは泣いておられましたか」と言いま

した。お母さんは泣いていたというので，「あなたも

泣いたでしよ」と思わず言ってしまいました。これ

は日本人的な感覚で，本当に私だったら泣いて離れ

なかったと思うのです。今の日本人の親離れ，子離

れしない親子関係を思い，ちょっと聞いてみたので

す。

彼はこう言いました。「もちろんお母さんは泣いて

いました。でも僕は泣きませんでした。最高の笑顔

を作ってきました」「泣くことはとても簡単です。今

から105人が全長15ｍの船に乗って，助かるかもし

れないし，海の底に沈んでしまうかもしれない……。

僕は多分70％助からないと思っていましたから，最

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７６
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後の親孝行のプレゼントは僕の笑顔だと思いました。

もし２度と笑顔を見せることができなかったら，海

の底に沈んで本当に笑うことができなくなったら，

その後お母さんに一生僕の泣き顔をイメージづける

ことになってしまい，それはつらい」と。

彼はクリスチャンということでしたから特に親思

いなのかなという気もしましたが，その優しさと強

さ－本当にこれから死ぬかもしれないという極限

状態に立った時に，一生懸命最高の笑顔を作り母親

にプレゼントしてきたという－これにはもうびっ

くりしてしまいました。何と心の優しい，そして冷

静に判断するしんの強さかと，日本人にはない心を

感じ，また見た様な気がしました。

その時ですね，本当に彼が生き生きして見えたん

ですね。日本の男性も負けられない，なんて気がし

たんですね。実は私には20歳になる大学生の息子が

おります。わがままもいいますし，トゥエン君とは

比較になりませんが，彼がお兄さんになってくれた

らいいなと思っていました。

その彼が最後にベトナムから脱出し，次第にベト

ナムが視界から遠ざかり，やがて山が消えたそうで

す。その時に山の上にお母さんの顔を重ねたといい

ます。そして思いきり泣きました。彼は「これから

の人生に僕は苦しみも悲しみも全部捨てようと思っ

た。僕は泣いてこれからの人生に立ち向かおうとし

た。もちろんこの時は絶望の方が大きかったけれど，

もし，生きて自由が手に入るのなら僕は絶対に泣か

ないとその時決断した」と言っています。

自分自身の価値観が変わる

彼の言葉はショックでした。ショックというより

感動でした。もうすっかり彼を気に入りました。そ

れ以後彼は私のことをおかあさんと呼んでくれます。

私も本当に自分の子供の様に毎日話しました。ほと

んど毎日電話が来まして，日本語もだんだんじょう

ずになっていきました。その中で彼はこんなことも

言ったのです。日本人は本当に親切だ。でもその親

切は２回までだって言うんです。２回は本当に親切

なんですって。３回になったら下を向いて，４回目

になったら戸を閉めるって言うんですよね。これは

日本人にとって恥ずかしいことだなと思ったのです

が，こと周りを見回してみると日本人である私でさ

え感じます。ああ，そういう側面がたしかにあると

思うんですよね。

このような指摘を聞きながら私は彼のいう事の重

味というか，心のあり方，あるいは物の見方，価値

観のとらえ方を通して，だんだん自分自身が変化し

ていくのを感じました。たとえばパチンコのネオン

サインですが，あのキンキラキンの明かりを資源の

無駄であると思うようになったことです。今までは

希望の光だと思っていました。これまで通っただけ

ですぐ入りたかった私が，そのネオンサインを無駄

と感じるようになってしまったのです。パチンコ屋

に入った途端に軍艦マーチが勢いよくとびこんでき

ますが，戦争を思い出して，１年生でしたけど，軍

艦マーチなんて聞きたくない。今では私たちは耳を

ふさがなくてはいけないと思うほどになったのです。

そんな事が続いて今日は勝とう，もうけようと思っ

てやっていたのが，今はただの雑音でしかなくなり

ました。いかに健康を害しているかということに気

がついたわけです。

私がもしトゥエン君と出会わなければ，未だにそ

の価値観も変わることなく，本当にただの主婦で一

生を終ったかもしれません。こう思った時，とても

大切な機会を与えて下さったボランティアの皆様に

本当に感謝したいと思います。よい人に巡り会えて

よかったと思います。

今では彼だけでなく，彼の友人たちも私のことを

おかあさんと呼びます。彼らの多くは平和島にいま

す。あの辺は工業地帯で，社長さんたちも理解のあ

る人が多いそうです。品川区には難民救援センター

があるので，あのあたりに皆さん就職しているようで

す。そこから都合をつけて私の職場まで顔を見せに

来てくれるのです。年中行ったり来たりしています。

ある時そのなかの１人から就職の保証人になって

くれないかと電話がかかってきました。保証人は日

本人でなくてはだめなのだそうです。その時に住宅

の保証人にもなって下さいということでしたので，

ああいいですよといって引き受けました。その事に

よって彼は経済力をきちんと身につけることができ，

暖い家庭を営んでいるわけですね。そんな時，これ

が国際化とか国際協力じゃないのかな。意外と大し

た事をやっているのかなと，ちょっと思うようにな

ったのです。彼らが本当に幸せに生きるということ

は私自身が幸せでもあるし，これからもそういう関

わりを広げていきたいと思っております。
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素晴し〈もなく、気安めでもなく

難民と地球の緑を考える会小島淑子

つい先だってのこと，当会の活動について話して

いたら「素晴しいことをやっていますね」と言われ

た。面くらって慌てて打ち消したら，「では，気安

めですか？」と切りこまれた。もちろん気安めのつ

もりではない。どんなにささやかな活動だろうと，

ひとつのことを始めて継続してゆこうとなれば，気

安めだけでできるものではない。

「素晴しさ」と「気安め」の中間あたりがうちの

会だと私は答えた。まだ会に入って間もないお金だ

け送ってくるその人が，私の答えに満足してくれた

かどうかはわからない。が，私はいろいろ考えさせ

られてしまった。

会を始めてから，いろいろな評価を聞かされた。

選挙に出るつもりか，とか，もっとほかのことでや

らなくちゃならないことがあるのではないか，とか。

選挙というのは論外としても「もっとほかのこと」

というのには，「どうかあなたの目に入ったことは，

あなたご自身でして下さい」と答えることにしてい

る。誰であれ，出来ることは限られているから，そ

れぞれでやってゆくより仕方がない。

そんな会話が生れるのも，まだこの社会では市民

活動というのが身についた衣ではない証拠である。

良くも悪くも「特別なこと」なのだ。しかし私も会

を始めるまではそうだったから，他人のことは言え

ないが。

会のきっかけは「人間の大地」（犬養道子著中

央公論社）だった。飢え・難民問題を中心テーマに

すえたその本を読んで，あまりの内容に居てもたっ

てもいられなくなった私は，手当たりしだいの人に

この本を読んでくれと呼びかけた。この本だけは回

し読みにしない，自費で買って読んで下さいと。

やがて，自分たちも何かやれることをやろうとい

う声が，読んでくれた人から上がってきた。その結

果生まれたのがこの会である。８４年６月，ほとんど

が子供を抱え仕事もしている主婦だった。その後は

朝日新聞の声欄に投稿が載り，それを契機に入会し

てくれた人たちもあり，今では男性，学生たちも加

わっている。が，中心メンバーはやはり主婦である。

子供を持って働いて，となれば，まず時間のなさ

が共通項となる。月に１度，第１土曜日夜の定例会

さえ出席がままならない。子供が熱を出したり，

PTAの集まりと重なったり，仕事が延びたりと。

私にしる小さな商売をしているので，日曜，祭日は

休めないし，気を抜くとすぐ売り上げが落ちて国内

難民になりかねない。

そういう前提条件のなか，出来ることは何か－

これが当初からの命題だった。大金を動かすことは

無理，時間や労力もたくさんはダメ。しかし，少し

ずつのお金を持ちより，日本のＮＧＯの活動に参加

することならできる，となった。そして，Ｊｖｃとの

接点が生まれ，後には日本フォスター・プラン協会

一精神里親制度，ネグロスキャンペーン委員会な

どにも参加してきた。

発足当時はアフリカ飢餓の真最中だった。事態の

深刻さに肝をつぶしながら，私たちのアフリカ飢餓

への関り方は，ＪＶＣのソマリア農場プロジェクトに

しようと決めた。

海を越え，手弁当で働いている無名の若者たち，

JVCへの賛同でもあった。日本の将来につながる明

かりだと思ったし，その灯を消してはならぬという

思いもあった。

学習としては，定例会での勉強や講演会などを行

っている。講演会では難民問題をテーマに，アジア

・アフリカ・中南米とようやく一巡したところ。

記録の点では月報「路』と会誌「旅出ち」がある。

「旅出ち」は年３回の発行だが，難民問題に限らず，

広く，市民活動や意見交換の場になってきた。読み

ものとしてもなかなかのモノだと大いに自負してい

る。（ご希望の方は0423(77)9775まで）

こうして３年半，一応の形は整ってきた。残るの

は，これでいいのか，という思いだけである。活動

が間接的なものに止まっていることに対しての後め

たさとでも言おうか。難民問題を標傍していても，

例えば私たちは日本在住の定住難民との関りさえ持

ってはいない。その意味でJVCの日本語教師派遣事

業には敬服させられている。

しかし私たちがこれ以上手を広げることは今は無

理。ならば，素晴しいとは言えず，さりとて気安め

でもないという会の状態は当分続いてゆくことにな

るだろうと思っている。
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仙台で｢マット ミー展｣を

手織物を通してタイ農村とつながる500人の会キムスンヨル

去る１１月２９日，“手織物を通してタイ農村とつな

がる500人の会仙台グループ”と“アジアフォーラム

仙台”との共催で，「マットミー展」（タイシルクに

よる緋織り）が仙台の目抜き通り，１４１ビル・ギャ

ラリーホールで開かれました。

マットミープロジェクトとは，タイ東北部に位置

するソン．ホン村が，500人の会とＡＴＡ（タイ適性

技術協会）との協力で慢性的干ばつや洪水による貧

困から，自立の村への足がかりとして，伝統の織物

(マットミー）を復元させることによって村おこし

をしようというものです。

私たちはこのプロジェクトに関わる中で，何度か

タイを訪れ，心暖まる歓迎を受けてきたのですが’

タイの村から人をお呼びすることはありませんでし

た。つまり，日本側の一方通行で，タイの人にとっ

ては，日本がどんな国なのか，タイをどのように見，

マットミーをどのように評価しているのか，まった

くわからないのです。お互いを認めあいながら両方

の対等な関係を作りあげていくためには対面通行で

なければならない。そんな思いがつのり，仙台グル

ープ３人の発案で，タイから人をお寄びし，マット

ミー展を日本のイサーン(東北）仙台でやろうとい

う運びになりました。

初めは「ささやかでも」だったのが，夢はどんど

んふくらみ，予算は60万円にまでなりました。もう

赤字は必至でした。人口70万の中都市で，どのよう

に市民に関心を持ってもらえるか,ふだんはアジア

などエスニックブームの時以外には意識にも上って

こない人々をどのようにひきつけるか，まったくつ

かめませんでした。

－９－

たった’日の催しの中に，講演あり，展示あり，

スライド上映あり，パーティありの盛り沢山◎どの

ような会場セッティングにするか，進行技術は，と

頭の痛いことは多々ありましたが，ともかくやるし

かないという思いでした。

こまめに歩いたマスコミの影響力は大きなもので

した。各新聞社，放送局，１情報誌等々，メディアの

威力は大きいと痛感しました。幸せなことに，いろ

いろな分野で活躍中の人々の協力（ハガキデザイン，

料理，展示セッティング，照明，抽送用小荷物作り，

菓子’器，等々）も多大でした。200人分を用意した

パーティ料理はまたたく間になくなり，スタッフー

同一口も口にできませんでした。結果として，パフ

ォーマンス的なイベントに終ったきらいはありまし

たが，アジアを知るきっかけ作りになったことだけ

は間違いない，と思っています。

私たちがアジアにこだわり，タイの村おこしにか

かわること“共に生きる”ということの“自分お

こし”の問題であり，“生き方”の問題として考え

るからです。アジアに関わることは軍靴の代わりの

経済侵略になったり，強国の論理による大義名文で

あったり，国際世論をかわすためのお義理であった

り，いわんや可哀そうな人々へのお恵みであっては

いけない。“顔の見える,,，“ゆるやかな”，“続く

関係''，“心の通う”ものであってほしいと思うので

す。

・年に一度このようなアジア展を開いてほしいとの

声を多々聞きましたが－さて。今会計を〆ていま

す。黒字になることを祈っています。

▲林さんの講演会には100人もの人々が集った（山形）

ｑ仙台で行われたマットミー展のパーティ
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コーヒー一杯運動から

トゥリー。フォー・ライフの会武田節子

蔵王の山々が白く雪化粧し始めました。山形の地

より，ＪＶＣの会員の皆様に初めてお便りさせていた

だきます。私たちのトゥリー・フォー・ライフの会は

今から３年ほど前，犬養道子さんの「人間の大地」

を読んだのがきっかけで生まれました。

最初に６人の主婦が集まりました。自分たちがあ

まりにも世界の事を知らないので，いろいろな事を

学び合いながら何か自分たちにできることをやって

いこうじゃないかということになったのでした。現

在会員は140名ほどに増え，ＪＶＣの支援団体として，

毎月「コーヒー一杯運動」をやりながら，アジアや

アフリカのことについて学ばせていただいておりま

す。

「コーヒー一杯運動」というのは，「人間の大地」

に書いてある「スプーン－杯運動」にヒントを得た

ものです。会員が毎月コーヒー一杯分を節約して，

恵まれない人たちへ送金しながら，地球上の出来事

について広く見つめ，深く考えることを目的として

おります。周囲の友人や職場の人たちに呼びかけて

いくうち，次第に仲間が増え，現在の人数になりま

した。肩ひじをはらずに長く続けていくことに意義

があるのでは，という会員の意志とせっせと毎月会

費を届けてくれる会員の方々に支えられて，毎月５

万から７万ほどのお金が確実に事務局に集ってきて

おります。

このお金はＪＶＣを通して，タイのスラムの子供た

ちとエチオピアの植林に使っていただいております。

会では毎月手書きの会報を出して，ＪＶＣの活動の報

告をしたり，年に１度は現地のボランティアの方に

山形まで来ていただいて講演会を開いています。そ

して募金がどのように使われているのか会員の皆さ

んに直接知らせるようにしております。

今年は10月にエチオピアのスタッフだった林達雄

さんに来ていただき，講演会には100人ほどの人た

ちが集まりました。昨年はタイから佐藤正喜さんに

来ていただいて，スラムの子供たちや井戸掘りのス

ライドを見せていただきました。

地方都市に住む私たちには情報が入りにくく，何

かやりたいと思ってもなかなか立ち上がることがで

きないのですが，ＪＶＣのやり方はその点非常に理解

しやすく，とてもよいボランティアの衆だと思いま

す。会員のほとんどが主婦なので政治やイデオロギ

ーの知識はあまりありません。ただこの地球上で１

人でも多くの人が幸せになってほしいという願いが

あるだけです。その私たちの願いを現地に伝えて下

さっているＪＶＣのスタッフの方々には心から感謝し

ております。

運動を始めて３年経ち，今年の講演会の折には，

地元の新聞やラジオにも大きく取り上げていただく

ことができました。いろいろな方面の方々が林さん

のお話を聞きに来て下さり，大きな反響がありまし

た。タイの留学生の方との交流もできました。コー

ヒー一杯分のお金で何になるのだろうと内心思って

いた会員の方々も，映画に映し出された場面を見て，

はっきりした形で役に立っていくのだと実感できて

とても喜んでおります。

そして地方都市で，自分自身にできる事があった

ら，やっぱり歩み出してみなくてはならないと知り

始めております。今はただ募金などの形でしか運動

ができませんが，しだいにもっと自覚ができて，ボ

ランティアのスタッフなどを送り出せる様になれた

らと願っております。ボランティアの問題に限らず，

地方都市に住む者が都会の風潮に押し流されず，自

分の立つべき所をしっかり知り，どう生きていくべ

きかを知ることにもつながっているといえます。自

分の住んでいる地を心から愛し，理解できた時，は

じめて他者への深い理解と愛に目覚めることができ

るのではないでしょうか。

トゥリー・フォー･ライフの会がどのようになって

いくのかわかりませんが，ＪＶＣとともに肩をはらず，

日常生活の中で息の長い活動を続けていきたいもの

です。その中で，新しい方向性が見えてくるように

思います。

将来，日本の地方都市と他の国の地方都市の間で

交流が生まれ，やがて相互理解を深めながら助け合

っていくことができたら，本当の国際交流が生まれ

てくるように思われます。私たちはすぐ近くの人も

遠い他国の人も全く同じく，その喜びを喜びとし，

その痛みを痛みとして感じてゆきたいものです。
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ＰＨＤ協会

● を
訪
ね
て

○ＧＮ ２つ目の柱は受け入れた研修生を通して日本人の生

活のありようを見直し，変えていくことである。つま

り彼らは研修生であるのと同時に先生でもあるわけ

だ。ＰＨＤ協会はこの運動と地域のつなぎだという。

研修生の人選はまずＰＨＤ協会とつながりのある海

外の福祉団体，農村開発を進める団体などが地域の

リーダーとなるのにふさわしい，実践活動家を推薦

する。そして既に日本で研修生を受け入れている人

たちが現地に出かけていって面接する。１つの地域

から４年ないし５年継続して受け入れる。さらに相

手国から研修生を受け入れるばかりでなく，研修生

を送り出した村へ今度は日本からスタディツアーに

でかける。行政も巻きこんで地域ぐるみのおつきあ

いにまで発展している。これはＰＨＤ運動のとてもユ

ニークなところだ。行政主導型の“国際化”の逆の

流れである。

ＰＨＤ協会から発行されている『ＫＣＢＥ発アジ

ア』に，最初の研修生を受け入れることになった渡

辺省'悟さんの文章が載っている。渡辺さんは生産性

をあまりにも重要視した農業への反省から，「物心

ともに豊かな生活」を目ざして，手飼い養鶏有機

農業にきりかえた。やがて同じような考えをする人

々が集まり，「たんば農文塾」を作る。そこにＰＨＤ

運動の第１期生が研修に訪れることになった。

渡辺さんはその青年からいろいろなことを学んだ。

にわとりの飼料であるトウモロコシや麦はネパール

では人間の食糧である。ビタミン補給などにしか考

えていなかった青菜を飼料として見直すようになっ

た。またネパールでは煮たき用のマキでさえ一日が

かりで取りに行かなければならない。日本では木が

余っているのに燃料は石油を使う。渡辺さんは燃料

をすべてマキに切りかえた。労力はいるが出費がな

くなり，山の管理も行き届くようになったという。

１人の青年の具体的な行動，あるいは卒直な感想

によってアジアと日本の関係がより鮮明になってい

くのがわかる。私たちの豊かさはアジアの貧しさと

うらはらで，その豊かさも単にものがあふれている

に過ぎないことが。

彼らを受け入れた家庭や地域に強烈なインパクト

を与え，彼らはまた母国に帰っていく。今まで研修

に訪れた22人の消息は全部わかっているという藤野

さんの言葉には，自分たちの連動に対する自信のよ

うなものを感じた。着実な歩みによって会員もすで

に3600人を越えた。運動の黒子に徹するＰＨＤ協会

に私たちも学ぶところが多いのではないだろうか。

－１１－
Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７６

〒65O神戸市中央区元町通５－４－３
元町アーバンライフ２０２

ＴＥＬ（078）３５１－４８９２

－●qザ

神戸の元町の商店街のまん中にＰＨＤ協会のオフ

ィスはあった。ドアを開けると主事の藤野さんがに

こやかな関西弁で迎え入れてくれた。

昨年引越したばかりのオフィスは自然光が入らな

いのが難点だそうだが，なかなかきれいに整とんさ

れていて，どこかの編集室のような雑然とした我が

ＪＶＣオフィスと思わず比較してしまった。

ＰＨＤというと何かの薬品のようであるが，これ

はPeace(平和づくり），Health(健康づくり），Ｈｕ‐

ｍａｎDevelopment(人材づくり）の頭文字を合わせ

たもの。この運動はもともとネパールや東南アジア

で医療活動を続けておられる岩村昇博士の提唱によ

って始められた。岩村博士は今まで自分のために使

ってきた力の10パーセントを途上国の人々に捧げよ

うといわれた。「それぞれにできる時間と技能と財

の提供を！」は運動のスローガンにもなっている。

PHD運動は今年で８年目を迎え，地元の兵庫県では

地域にしっかり根づいている。

藤野さんによると，連動の柱は２つあるという。

１つは海外から研修生を招き，村のリーダーとなる

人材を日本の各地域の中で育成することである。具

体的には農林業，漁業，保健衛生，指圧，裁縫など

生活改善につながる技術と村人と協力して村づくり

を進めていくためのリーダーシップを，各地で家庭

滞在を中心に研修する。現地に帰ってからすぐに役

に立つであろう技術だ。これまでにネパール，フィ

リピン，タイ，スリランカ，インドネシアなどから

22人が研修を受け，３人が滞在中である。研修期間

は１年間であるが，彼らが帰国してからも原則とし

て４年間は日本からの助言や現地訪問を通してフォ

ローアップする。

大量Iこものを持ちこむ援助は一時的な解決にしか

ならず，時としては害になることもある。押しつけ

を避け，その地域に住む人々が自分たちで解決する

ために側面から協力するのがＰＨＤの基本姿勢だとい

う。



井戸修理ワークキヤンブに参加して

私と就職とカエル

三角関係

長谷川勉 零

1987年８月２５日，タイの井戸ポンプ修理プロジ

ェクト２次隊として参加するため，立教大学４年の

私と，もう２人の学生ボランティアは飛行機に乗り

こんでいた。私の友人たちは，ちょうどこのシーズ

ンは就職活動の最中で，スーツを着て忙しく歩き回

っている時だった。

誰にとってもそうであろうが，私にとっての就職

も人生における一大ページェントであり，それだけ

に安易にどの会社でもよいというふうに妥協したく

なかった。しっかり頭の中を整理して，自分のやり

たい事は何なのか？社会にどう関わればよいのか？

自分にしかできないことは何で，社会は私に何を求

めているのか？この４年間私が捜していた答はまだ

でていなかった。以前から発展途卜国，とりわけ東

南アジアに興味があり，大学で南北問題を専攻して

いる私はこの井戸ポンプ修理プロジェクトの話を聞

いて跨跨せず申し込んだ。

我々学生ボランティアの仕事は，それほどきつい

ものではなかった。が，タイの暑い気候と食べ物や

水に体がI慣れるまでの一週間は地獄の日々が続いた。

体がカルチャーショックを受けたのだろう。体力に

は自信のあった私だが，腹の中はいつも超特急。く

だりっぱなしでティッシュはどこへ行くにも手放せ

なかった。作業中に便意を催し「トイレはどこです

か？」と村人に聞くとにっこり笑って「どこでも好

きな所でおやりなさい」と言われた。私は顔では愛

想を振りまいて平静を装いながらも，全速力で近く

の草むらの中に消えた。

また，ある村では作業終了後に昼食を御馳走にな

ったことがあった。タイ特有の質素な高床式の家だ

った。家の中には家具らしきものはなく，炊事道具

の鍋や皿がいくつか目に入る程度だった。外はスコ

ールになり，電気がない家の中は午後２時すぎにも

かかわらず真っ暗だった。貧困層が多く住むこの地

域（イサーン）の人はいったい何を食べているのだ

ろう？とワクワクする私の前に出されたものは……

なんと驚き，カエルだった。体長８センチほどのカ

エルを火であぶった「炭火焼」が20匹ぐらい。それ

に手足をひきちぎりバラバラにして水で煮た「煮込

み｣，その２つがおかずだった。そしてL!'盛りのごは

ん。やめてくれ，俺は食えんと言いたかった。しか

し，タイ人一家全員が私に注目していた。「食べる

のか，食べないのか？」さらに「お前は俺達の仲間

なのか，ただの外人か？」と間うているような目だ。

私は決心した。食べるしかない。カエルの顔を見て

いると食欲が減退するので，なるべくそれを見ずに

食べた。とにかく，胃の中にごはんと必要最低限の

おかず（カエル）を一緒に流しこむことに集中した。

そういったたくさんの興味深い経験を重ねながら，

我々は全部で10余りの村を回った。どの村もカンプ

チアの国境に近く，しばしば戦闘がある危険地帯だ。

実際，我々が作業している間も幾度か砲声が聞こえ

てきた。村のあちこちには土を盛ったシェルターが

目についた。一つの村には平均３つの井戸があった。

学生ボランティアは資材の運搬やタイ人技術者の作

業補助が主な仕事だった。ＪＶＣの井戸給水プロジェ

クトは１９８２年に始まってから，もうすでに５年が

経っており，当時据え付けられた旧型ポンプのほと

んどは老朽化し壊れていた。旧型ポンプ（鉄製・鋳

型製）の欠点は，①高価②重い(セッティングや修

理が困難）③農民自身で修理できない（特別の道具

が必要)，ことである。一方今回取りつけた，タイ

中間技術協会が開発したポンプは値段が旧型の１/６

ぐらいと安い。そして村人でも修理が簡単にできる

ような塩化ビニール製のねじこみ式である。なるべ

く村人にポンプの構造を覚えてもらうため，必要最

低限の説明のみで，実際の作業は村人自身の手でや

ってもらった。こうすれば，もしポンプのどこかが

壊れても，村人だけで再び直せるからである。

私たちが訪問した村は，どこも貧しかった。人々

の生活は厳しく，圧倒的な力を持つ自然の前にひれ

ふすしかない。さらに加えて，いつ飛んでくるかわ

からない砲撃の恐'怖が絶えずのしかかっている。そ

うした日本では考えられないような悪条件の下でも，

必死に生きようとする人々がいた。このプロジェク

トを通して，自分の力ではどうにもできず常に声な

き叫びをあげている第三世界の人々に，ますます私

Iまひきよせられた。

Ｔｒｉａｌ＆Error７６
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■ 井戸修理ワークキヤンプに参加して

熱で過ごした

ワークキャンプ

瀬口圭司

進

此”

！

1曲心昭茜唾一

国

外から町の雑踏が聞こえてくる。ポーッとした頭

の中でそれを聞き流している。そっと目を開けて天

井を見ると，飛行機のプロペラのような大きな扇風

機。ここはタイ東北部スリンにあるホテルの１室で

ある。私は熱を出してダウンしてしまっていた。

８月29日，ポンプ修理を行う村の下見に行ったと

ころ，少々疲れが出たらしく，頭痛があり，とにか

く眠かった。３０日（この日からタイの風邪の恐ろし

さを思い知らされることになった)，朝起きてみると

体がだるく明らかに風邪の症状だった。とにかくこ

の状態ではポンプ修理などという，肉体労働は不可

能であると判断し，当日の作業への参加は辞退。ホ

テルでおとなしくしていることにした。

作業へと出発するみんなを見送った後ホテルの部

屋に戻り，日本から持参した抗生物質を飲み，ベッ

ドに横になった。とにかくものすごく寒い。布団(南

国タイのことなので，薄ぺうなものしかない）を被

ってもまだ寒い。しかたがないので同室の大沢君の

ベッドの布団も借りたがそれでも悪感がした。それ

から大量の汗をかいた。１度汗をかくと下着からＴ

シャツ，ズボンまでベタベタ。まるで雨にでも降ら

れたかのようだ。乾いた服に着替えても熱が下がる

どころか，またまた汗が大量に出て，着ているもの

すべてがずぶ濡れになってしまった。

翌31日，カモン氏にホテルの近くの医者へ連れて

いってもらい，診察を受けた。医者の話では３，４

日休んでいればよくなるだろうとのことだった。薬

を出してくれたが，これがなんともバカでかいカプ

セルで(私の持参した抗生物質の倍はある)，さらに

青と黒という凶悪なカラーリングなのだ。三見して，

大丈夫かな，こんなのを飲んでという不安が心の中

をよぎった。

しかしながらこの薬はなかなか良く効いて，夕方

には熱も下がり，ある程度食欲も出てパンとコーヒ

ーを腹の中に入れることができた。３０日の朝から食

事をほとんどとっておらず，これが２日ぶりに食べ

たまともな食事だった。

９月１日も体調は芳しくなくホテルで横になって

いた。２日にはポンプ修理に参加した。ほとんど作

業を見ているだけだったにもかかわらず，かなり疲

れてしまった。そしてこれ以上みんなと同行するこ

とは不可能だと考え，３日に１人バンコクに引き返

した。

その後１０日ほどバンコクで過ごした後，予定より

１週間ほど早く日本に帰った。

今回の教訓として自分の体力を過信してはいけな

いということです。熱い地方での体力の消耗は想像

以上に激しく，どんなに体力に自信があっても20％

ぐらいは体力を残して行動するのが鉄則であると教

えられました。

最後にタイＪＶＣのカモン氏，柴田氏他たくさんの

方々に御迷惑をおかけしたことを，深く反省するし

だいです。

井戸修理ワークキャンプに参加して

タイの僕に

少しだけ嫉妬

＊派剛典燕蕊所
「タイの下痢は強力だなあ｣。バンコクの朝，パン

ツを洗濯しながら僕は実感していました。８月28日，

スリンに向けて出発する日でした。

僕はその日の夕暮れをランドクルーザーの荷台で

迎えました。視界には今来た道が，スコールで濡れ

ながら真すぐに続いていました。

スリンでの毎日は幸せでした。街も村も魅力的で

した。僕は毎日ワクワクしていました。下痢はして

ても心は錦でした。僕にはもったいない毎日でした。

「タイにいられるのならなんでもいい｣。いつか誰

かに聞いたこの言葉は今の僕の気持ちに重なりまし

た。

タイでの僕の時間はあっという間に過ぎてしまい，

今，僕は日本に居ます。そしてこの日本にいる僕は

タイにいた頃の僕に少しだけ嫉妬しています。

－１３－
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マレーシア大量逮捕とその後

マレーシアはアジアの中でも市民運動が活発で，

マレーシア地球の友やペナン消費者協会はそのリー

ダー的存在であった。ところが昨年の10月から11月

にかけて政治家，市民団体の関係者，宗教家など，

１０６人にも及ぶ人々が国内治安法（ISA）によって次

次と逮捕された。マハティール首相は国内の人種的

緊張が高まり，暴動が起こるのを未然に防ぐためと

述べているが，マレーシアの「国内治安法関連拘束

者を支援する会」によれば大量逮捕の背景を以下の

ように分析している。

①与党連合の主要政党である統一マレー国民機構

（ＵＭＮＯ）内での首長選挙に，マハティール陣営

は不正があったとし訴えられており，もしマハテ

ィール首相が裁判に負ければ彼は今の地位を失う。

②マレーシア南北ハイウェイエ事に汚職の疑いが

あり警察が調査中である。この中には首相，財務

長官の名前も上がっている。

③アジア・レア・アース社（三菱化成系）の放射

性廃棄物集積所の建設は住民の反対によって停止

された。住民らはさらに「ベラク放射能委員会」

を結成したが，今回の逮捕者の中にはこの運動に

参加していた主要メンバーが含まれている。

④連邦憲法は抑圧的な諸法令のため各界から見直

しを求める声が上がっていたが，首相はこの動き

を「人種主義的なもの」と決めつけた。

⑤マラヤ大学の評議会は１部の選択科目に母国語

で教えるコースを除外すると裁定した。これに学

生グループや政党が反対していた。

⑥中国系小学校に中国語を話せない校長を任命し

た。このことは中国人の反発を招いた。

マレー系のＵＭＮＯの幹部たちは先の決定に反発

した中国人を「国の安定を損ない，マレー人優先

の憲法を問題にしている」と非難した。

⑦過去２年間にわたり輸出主要産品（ゴム，スズ，

石油，木材etc.）の下落のためマレーシア経済は

悪化してきている。

このような状況から「国内治安法関連拘束者を支

援する会」では，この大量逮捕の理由として，

マレーシア大使館前での抗議行動（１２月10日）

・マハティール個人の権力は危うくなっており，実

際にはきわめて弱い。この拘留は彼自身の党内の

反対派を押しつぶすことが主目的。

。それに続いて野党や非政府組織，個人におけるあ

らゆる形の異義申し立ての力を奪いとること。

この２点を挙げている。

１０６人にも及ぶ逮捕に加え，政府は「スター」を

はじめとする新聞３紙も発禁し，厳しい言論統制を

しいている。

このニュースはまたたくまに世界中に広まり，各

地から抗義の声が上がった。日本でもアジア太平洋

資料センター，熱帯林行動ネットワークを中心に１０

月３１日「マレーシア大量逮捕を憂慮する会」が結成

され，ＪＶＣもそのメンバーに加わった。１１月10日に

は緊急集会が開かれ，現在参加団体は１６を数える。

その際緊急署名を呼びかけたところ，1600人の署名

が集まり，１２月１０日に会の竹内直一代表らがマレー

シアのチュー公使に手渡した。

１２月31日の時点では55人が釈放され，２人が追放，

８人が条件付釈放，３３人が拘留中とある。３３人の名

前についてはまだ未確認であるが，現地の支援グル

ープなどに問い合せ中である。

「憂慮する会｣では，２月２０日（土)，午後１時～

５時，千駄ケ谷区民会館において“マレーシア大量

逮捕を憂慮する2.20集会”を開く。これまでの経過

報告，調査団の現地報告，マレーシア航空ボイコッ

トの呼びかけ（３月ｌ～５日は抗義行動）を予定して

いる。

※資料集（300円)のお問合せは

熱帯林行動ネットワーク

（03-770-6308）まで

Ｔｒｉａｌ＆Error７６



国土庁と東京弁護士会から表彰

暮れもおし迫った12月10日，国土庁より全国の各

地域から推薦された福祉団体とともにＪｖｃも東京都

から推薦され，国際居住年における功労賞が贈られ

た。これは主にタイ，スラムでの生活改善などの活

動に対して与えられたものと思われる。

明けて１月８日，これまでのＪＶＣの活動全般に対

して東京弁護士会人権賞が贈られた。なおこの人権

賞には30年間も婦人相談員を続けておられる兼松左

／

知子さん，自衛隊違憲訴訟で知られる弁護士の渡辺

良夫さんも表彰された。

「お二人の経歴に比べてＪＶＣは歴史も浅く，まだ

このような賞をいただける力はないのですが，これ

を励みにさらに活動を充実させたいと思います」と，

あいさつに立った事務局次長の熊岡路矢は述べてい

る。こつこつと地味な活動を長年続けておられる方

方に混じってこのような賞をいただくのはおこがま

しいような気もするが，気もちを引きしめる上でも

さいさきのよい88年のスタートであった。

、

｢市民とアジアをむすぶ国際フォーラム｣参加者募集

ＪＶＣが「難民」を主要な対象として海外で協力活動を行っているように，現在さまざまな領域で国際

交流や海外協力が行われてきています。そうした社会の動きに対応して，神奈川県でＮＧＯ(海外協力を

おこなう非営利民間団体)や一般の市民により，国際フォーラムの開催を準備しています。

このフォーラムではアジアからも５人の参加者を招き，市民による海外協力をどのように行うか，ど

うしたらＮＧＯ活動を活性化することができるかなどをテーマに討論を行います。従来国際会議という

と，数人のパネラーの話を一般参加者はただ聞いているだけという形が多かったのですが，今回のフォ

ーラムでは具体的な討論テーマに分かれ，ｌ分科会20人程度で参加者全員が充分に語り合えるよう，分

科会を中心とした企画にしています。

フォーラムは，ＪＶＣをはじめシャプラニール，アジア協会・アジア友の会，ＣＣＷＡ（国際精神里親伝道

部)などのＮＧＯや神奈川県内のグループ，市民によって構成された「市民とアジアをむすぶ国際フォー

ラム実行委員会」によって企画運営されています。実行委員長には，ＪＶＣの星野事務局長がなっており，

ＪＶＣ神奈川も事務局の一員として参加しています。

フォーラムのプログラムの中には，アジアの音楽を流したり，ビデオやパネルによるアジアの紹介な

ど，盛りだくさんの企画を考えています。どうぞ，気軽にご参加ください。

参加ご希望の方は，下記フォーラム実行委員会事務局までご連絡下さい。募集要綱をお送りいたします。

＜内容＞

期間：1988年３月１９日（土)，２０日（日），２１日（月）

会場：アジアセンター，小田原女子短期大学(神奈川県小田原市）

おもなプログラム：

。ミニ・フォーラム①「海外の活動現場を知る」

・ミニ・フォーラム②「アジアの暮しと状況を知る」

。特別企画「有名人物の語る海外協力はいま」

・分科会「定住難民｣，「熱帯林｣，「スタディ・ツアー｣，「開発教育｣，「農村開発｣，「保健・

医療｣，「適正技術」など16分科会

参加費：15000円（２泊３日５食付き）日帰りも可能です。

募集期間：２月１日～２月２０日（ただし，定員になりしだい〆切）

連絡先：〒23l横浜市中区山下町２産業貿易センタービル９階

（財)神奈川県国際交流協会「KIS」内

「市民とアジアをむすぶ国際フォーラム」実行委員会事務局

Ｔｅ1.045-671-7070（内線30）山口，荻村
、 －ノ

－１５－
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〃ｙＤＥＩＡＲＦＩ３ＩＥＺＶＤ

第三世界と老人の問題

原仙人

雑誌「世界』（87年，８月号)で，小泉允雄氏が「ゆ

がんだ鏡の中の東南アジア一蔑視拡大の構造を読

む－」という文章の中で，“気楽な，あまりにも気

楽なアジア論”という項を立て，「人はなぜ，ただ東

南アジアについて語る時に，これだけ気楽になり，

無意識的にせよ蔑視を出してしまうのか」と述べら

れています。さしたる“思想”も“信念”もない私

には，なるほどなあと思うのですが，今ここで書こ

うとすることがやはり，東南アジア（第三世界）に

対する気楽さ，気安さについてのことなので，我が

内なる蔑視感をさらけだすことになるのでは，とビ

ビっているわけなのです。

先日，お年寄り（この呼び方についても苦労しま

す）の小さな集まりでタイのスラムや難民のことを

話す機会がありました。お年寄りを前にして得た印

象というのが，この気楽さ，気安さであり，どこか

東南アジアの農村部をふらふら歩いている感覚に似

ているものでした。少なくとも，高校生や働き盛り

といわれるおとなを前にしたようなリキミはなかっ

たように思われます。

もうひとつ似たような体験を。日本でも農村をふ

らふらと歩いていると，年を取った農業この道ウン

十年といった感じの，おじいさんやあばあさんが，

道端にぺたんとしゃがんで，ゆっくりと笑っている。

そんな光景を目にすると，友人と（この友人も，ヒ

マさえあれば，第三世界の農村をふらふらしている）

｢なんだか，東南アジアを歩いている錯覚に陥るね」

などと話しているのです。そこにはやはり，気楽さ，

気安さがあることは否定できないと思います。小泉

氏がいうように，それがとりもなおさず“蔑視”で

あると言われると，「そ－だな－」と思ってしまうの

ですが，差別意識にへ理屈をくっつけて，正当化す

ることぐらいおぞましいことはないとわかっていて

も，お年寄りを前にした時の感想をちょっと書いて

みたいと思うのです。

気楽さ，気安さがどこから来るのか－一つには

当然小泉氏のいうように蔑視からきているのかもし

れない－と考えた時，つまり私はなぜ安心してい

るのかと考えた時，一つにはゆっくりしていられる

という感じがあります。それは，お年寄りは動作が

のろいからということよりむしろ，次々と思考のし

かたを切り変える必要がないというところにありま

す。もっとわかりやすく言わなくちゃいけません。

たとえば，テレビのコマーシャルを見ているような，

秒きざみで次々と，それも日々新しい情報によるも

のが現われては消えていくという作業を頭の中でし

なくてもよいということです。これには安らぎを覚

えます。

そのような感覚には当然，こちらが最新の知識で

身を固めていなくともよいという感覚にもつながり

ます。どうせお年寄りには関係ない，言ってもわか

らないという蔑視感よりも，そんなコザカシイ知識

なんてどうでもいい，存在することが第一だ－ち

ょっと言いすぎかなあ－というところがあります。

こんなお年寄りについての感想は，やはり私たち

が第三世界と呼ぶ人たちにも共通するものがあるよ

うです。小泉氏が，これを蔑視と呼ぶのならば，私

たちは，東南アジアの人々と同じように老人をも蔑

視しているのだということです。

しかし，私がお年寄りに感じてきたものは，蔑視

というよりも，私の生活のあり様への批判であるよ

うな気がするのです。もっと大上段に構えていうの

ならば，現代の巨大科学技術文明への批判であると

も言えます。（ちょっと大上段すぎました）お年寄り

から私たちが安心感を見つけだすということは，逆

に言うと，私たち同世代人同士から安心感を引き出

すということが，なかなかむずかしいという‘情況に

あるということになります。

などともっともらしく書いてしまったのですが，

お年寄りも，第三世界も，私たちにこんなことを書

かせるために存在するのではありません。同じ世界

に，同じ時代に，同じ』情況に生きているわけです。

さて，そろそろ何を言っているのかわけがわから

なくなってしまいました第三世界の問題と老人問

題を同じ地平で考えてみたかったのですが，どうや

ら私の限界を超えたようですので，このあたりで失

礼いたします。
いまじん

（今人倶楽部）

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７６
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ＪＶＣプロジエクト
活動地名

東京本部

神奈川県

(ＪＶＣ神察川）

直面

エチオピア

(ウォ画州）

活 動内容

渉外，事業計画，資金調達，ボランティア調整，会計，
総務，情報収集および広報等。

機関誌『トライアル。アンド・エラー･』発行。
ＪＶＣ説明会毎月第ユ月曜日ノT:後６時～９時

第３土曜日午後１時～４時

学得会月１回午後６時～９時

<希望者にはハガキにて連絡）

神奈ﾉ:|県内における渉外，躯業計画，情報収集，資金
調達等を行う。

神奈lli県及び県内の市民団体との共同‘F業の企lInj，連
宮。定住難民プロジニクトの認・・ディネ・ション

ＪＶＣ説吐会…毎月第１火曜日午後６時～９時

躍月第２土曜日午後ユ時～４時

●定住難民プロジェクト

・12月］郡から，パナ雷.･ゴムで活動していた落合Ⅱ畠

幸が1988年３月末までという期限つきながら，定偉
難民プロジェクトのアシスタントとして加わった。
古くからこのプロジニクトに関っている落合の復帰
により，定住難民プロジェクトがより活発になるこ
とであろう。

また，主婦ボランティアの容本栄１Fが週２１;z;神奈
川オフィスに来て，主にＨ本人ボランティア間の調
整にあたることになった。

・12月17日，全体ミーティングを東京オフィスで行
い，機関誌のことを1.心に話し合われた。今後機関
誌については，神奈川オフィスのボランティアを''’

心に線集委員を‐新するでとが確認され，また討議
の内蒋をふまえて「もしもし，あのね』第４号が発

された。

●東金農場

東金農場の今後の展開について，地元の支援者と

ＪＶＣ代表等の話し合いが続けられているｃ

●緊急食料援助

深刻化する干ばつに対処するため，iooodforwork
を87年８jjに開始した。８８年２月より始める55000
人を対象とする本格的食糧配給を現在準備唯。
被災地に少しでも近い場所で配給できるよう．特に
輸送力の確保を急いでいる。キャンペン実施中な

のでご協力を.／

●総合的復興促進

1．植林

農民，母親，子供を対象に指導，その後家庭植林
用に苗木を配布。ｆ､壌・水源保全用に植えつけを
終えた。

2．保健，栄養
家庭菜園，離乳食の訪問形式による奨励が母親自
身の手で行われつつある。地元診療所とともに母

子健康相談も実施している。

3．給水

清潔な飲料水確保のため，泉の保護をしている。

種子銀行，農業教室も引き続き行っている。

－１７－

1987年１２月２５日現在

出資団体

全国社会福祉協

議会

ジャパン・タイムス

神奈;,1県福祉部
横浜キワニースク

ラブ，
全国老人クラブ

連合会

国際交流ホスピ

タリティ・トラ

スト

禅林寺龍華会基

金

ＣＲＤＡ，

西本願寺，

チャリティ・サ

イクル，

メリノール修道

士会，
全国老人クラブ

連合会，
バンド・エイド，

東京グリ…ン・

ウォーク

ジャパン・タイ

ムス

モラロジＬ－ＭＩＨＣ，

Ｔｒｅｅｆｏｒｌｉｆｅ

の会，

栄光学園

柵調者

岩崎駿介〔代表）

星野昌子（事務局長）

佐々木志保，林達雄，
前川呂代，鴇田這芳，
古丙勇，密安光子，

宮崎美佐子，
アイネス・バスカピル

I.』[]誠史

1111;誠史，落合1膳幸，

谷本栄子，．他約60人

井本勝幸，五十嵐裕昌，
‘松岡美奈子，飯塚美奈

加納妙，伊藤達男，

伊藤幸子，有本敦字，
｣｣圧盛，

イユ．ツトベルク，ソ画モ

ン，バレタ，フニテルワ

ルク．グーとエル

Trial＆Urror76



活動地名

lソマ2-ヱ
マガネイ・キャンプ

（ケドー郡）

ハルバ・キャンプ

（ゲドー郡）

ジャボレ・ギ4,ンプ

(ヒラン郡）

カンプチア

離郷県、
(無榔県ノ

Trial＆Error７６

活 動内容

●農業による自立促進

現在までに，マガネイ・キやンプ周辺で74ｈａ,ハル

バ・キャンプ周辺で59ｈａの農場建設が終了した。
ＪＶＣが農場用地の獲得から建設までの全てを行う

方式から，Ｇｒｏ１１ｐＦａｒｍｉｎｇ方式に大きく移行し
つつある。この新しい方式では，難民が口主的に作
ったグループに対して，ＪＶＣはポンプ･農具．ディ
ーゼル燃料を貸与するのみである。彼らグループは，
２～３年内に返金する。

●現金収入プロジェクト

かじ屋，パン屋，水屋のいずれも進行中で，パン屋
が営業的に一番うまく行っている。
●コミュニティー・サービス

焼き物及び幅｡ｆ製作の２コースに加え，英語教育も
始めた。先生はいずれも難異たちである。また，市
場の日陰作りのたぬにＪｖｏは材料を提供し，難民
たちｒｉらが作った巻

前述のように，ジ.ヤポレでの活動を来娠の３月（もし

くは４ﾉj）で終了する決定をした。今後は，従来実施
してきたプロジ.差ク1,を，その目的を極力達成するよ
うにまとめていく。

稚な活動としては，①植林：植林区はソマジア政府の
儲督のもと，難民自らが続ける。7200本の苗木を配り，
ｷ･#,ンプ内に植林する。②収入プロジーェクト：水屋は
今年いっぱいで，パン屋は来年４ﾉjまでに返金し終わ
る。③スタッフ用住居施設：ソマリア政府に移管する。

10月25Ｈ北風が吹き，雨の少なかった雨期が終った

干ばつのため，全国的に米生産の30～35％の被害が予
想され，特にカンダール県，タケオ県，コンポン・ス
プーー県，プレイベン県の４県の被害がひどい。
1．サンタピニップ（旦哩利）技術学校，ワーク・ショ
リブ｡

主な建物の後，倉庫棟（更衣室，トイレを含む＞の
建設を進めている。年内に完成の予定。小型のクレ
ーンをスタッフの手によって，熔接，製作した。日
本からの自動車とかんがいポンプのスペァパーッの

到着を待っている。

2．井戸掘り／給水〈ＯＸｒＡＭと共同）

プレイベン県，スベイリエン県で続jirll1。

3．プレック・ピノウ孤児院援助

８ﾉj１３口，男子寮の補修完成。雨漏りもなくなり非
常に明るくなった。雨といも水タンクも完成し，あ
とはトンレサップⅡからの給水と浄水システムを残
すのみとなった。

4．補助栄養給食

９〃17口～24日の本円医師，占四事業担､''iの現地調
査，交渉を経て，カンダール県プノンペン郡での
1988年度ＲＩＮＥセンター建設と，プ宮グラムの担当
（ＪＶＣ/ＳＨＡＲＥ）が確定した。カウンターパートは

保健省，ユニセフ，欧米のＮＧＯ。

－１８－

出資閲休

ＵＮＨＣＲ，

創価学会青年平

和会議，
仏陸l土をつくる

う会

朝日新聞厚生文

化穏業団，
砂漠に種をまく
人の会

Ｒ,I・ジャパン

全国去人クラブ

連合会，
創価学会青年平
和会議，

モラ[ｺゾーＭＩＲＣ，
立正佼成会，
自動車労連，

庭野平和財団，

11』Ｃチャリティ

グループ，
西本願寺，
菩興寺ダーナ基
金，

高岡,号年僧侶会

担当者

嶋紀晶，金ｆ・弘

浜野敏子，シアッド，

荻ノ追善六，綿ｌ秀夫，
中岡哲也，［i'野周弓，
モハメッド，ラシッド，

アオキ，アブディ・ジョ

フ

正司美，シュクリ，
ハッサン，アブディ，

熊岡路矢，蓑、健一，

蓑田玲子，馬清，
マリ・－・キャマル

〔カウンター・パート＞

タック・カン，メアス・

ｻﾒｯﾄ,グｯﾄ･ｿ

ン



活動地名

国ン＝ク事務所

カオイダン

(カンプチア

難民キャンプ）

国境のサイト２，

ノンチャン

(カンプチア

バナニコ

（第.三国

難民･次'１

地域開発

難民村）

ム

<バンコク市内の

スラム地区〉

活 動内容

渉外，’１j業計両，資金調達，ボランティア調整，会計，
総務，情報収集および広報，バザー，古本のセ･･ルｂ
季刊『ニューズ・レタ』（英語・タイ語）発牡．。

●西崎憲司記念技術学校

ＵＮＨＣＲに由請した予算:がほぼ予定どおりに受け入

られ，来年度のプロジ.２．クトγ算の謎尾がつt,､た。
現在は．ノ,鴫礎電気コース開設のためのプロジ三クト
ヂムを作り，来年度２期目からのスタ．．i､に向け
て動き』iiL'た。

●補助給食・栄養保健教育

妊躍婦，３歳以下の乳幼児を持つ緑親を対象に，：§

ライパックを配給し，栄養教育を行令ている。
結核患粁，栄養不良児やその母親，託児所の子供た

ちには，食Ｊｆの配給をおっている。

●文化オリエンテーション

ｏ副本定住予定者

①1.本語学習の基礎（読み，害き，聞き取り）

⑳Fi本語の日常会話の習得

③口本に関する概略的な理解を促す

④渡航に必要な事柄への理解と実習

ｏ巴木以外の国への定住予定者に手続きの理解を深

めてもらう。

●奨学金援助

●クロントイ図書館

子供のための上映会や各種行事を行-っている。

●移動図書

スタッフが交代することもあって活動地を縮少し，

より密な関係を地域と持ったいに，活動内容の再検

討をしている

●移動学習センター(プラティープ財団，ＦFSC，ＪＳＲＣ
との共ロブ宙ジ.z･クト）

９のスラムで学習の機会のない子供たちのため人形

劇などで教育，また母親グル･プの育成を行ってい
る。

●農村

チャヤプーン，コラートなどで活動地選定の調査1１１
である。

人材派遣プロジェクト

フィリピン ・国際移民委員会（ＩＯＭ＞・第三国定住手続きにとも

(ＰＨＡＣ， なう医療業務及びキャンプ内でのプライマリ・ヘル

パラワン島） スケアー。

－１９－

出資団体

全国社会福祉協

議会

ＣＮｴIＣＲ

Ｒ,Ｌジャパン

ＷＦＰ/ＵＮＢＲＯ

尺那教千葉

．ごラロジ･‐ＭＩＲＣｊ

,ＪＯＦＩＣ，

庭野平和財団，
京都国際青年姿

目会

城西病院

担当者

ポンピニEン・チャイブ･‐ン，

石原淑子，

カモン・ミンムアン，

スンニー・ず．イチャリヤクン

谷;:;博史，清水俊弘，

ソムヨット・ラタナタム，

パイトゥーン・チマチざLイ

テリース，ブーム，

チャンチャイ，トンパイ，

スピチャ，化代るり，
ソムサック，カレン，

瓦シ，前野博美

アドレアン，太､1z悦子

プォード・順了，

槻岡普和

アナ･ン・ブダミジンプラ

ﾃｨー ･プ,

ウォパ・ロンブソック

サムルアダイ・ジ:ヨンヨー・

クラン，アルざ二・・ス・お

ツトムンヴァイ，リーラ

・クンナ苗ソ．型メン・

スンサマ･ラヤ，

（･ﾗー ｨｉ、・チ｡.',ソスリヤ

オン，スパチャイ・セ
リ,

石井弘代

Ｔｒｉａｌ＆Ｅｒｒｏｒ７６
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昭和57年９月16日第三種郵便物認可

ＪＶＣの活動とその目的に御理解を

しみなさまの募金が支えるＪＶＣの活動一救援活動をより充

実させるため，以下の募金をお願いしています。なお募金の

20％をＪＶＣの運営経費に充当させていただいています。

Ａ､アフリカ難民救援募金（12月小計299,194円）アフリ

カの難民・飢餓民への救援プロジェクトに使われます。

Ｂ･グリーン・フォー。アフリカ募金（12月小計359,127円）

アフリカの土壌回復，農業，植林等に使われます。

Ｃ・インドシナ難民救援募金（12月小計61,000円）タイ国

内にある各難民キャンプのプロジェクト費にあてられます。

Ｄ・カンブチア募金（12月小計182,500円）カンプ

チア国内の復興のために使われます。

Ｅ･タイ・スラム募金（12月小計15,000円）バンコ

ク市内のスラムにおける生活向上のためのプロジェクト及

び図書活動に使われます。

Ｆ・デツグ･スラム奨学金･基金（12月小計35,000円）バンコ

ク市内のスラムの子供達が学校へ通う費用を援助します。

Ｇ・タイ農村募金（12月小計０円）タイの

農村開発のために使われます。

Ｈ・定住難民募金（12月小計5,000円）定住難

民のための日本語教材費と家庭教師の交通費に使われます。

ＬＪＶＣ運営経費募金（12月小計68,000円）現場を

支えるのに不可欠な事務運営経費，人件費に使われます。

Ｊ･無指定募金（12月小計248,178円）

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

東京９－２７４９５（募金種目名をご記入下さい｡）

加入者名一ＪＶＣ東京事務所

しＪＶＣとは一JaPanlnternationalVolunteerCenter

は1980年２月，タイのバンコクで設立された民間救援団体

です。1979年暮れの，インドシナ難民の大量流出をきっか

けに，日本から駆けつけた若者と，現地タイですでに活動

を始めていた日本人とが一体となり，現在の組織の原形が

できました。ＪＶＣは,活動者の自発的な意志に基づき，日

本の個人・団体からの寄付金，国連機関からの委託金等に

よって運営されています。ＪＶＣは，人種，国籍，習,慣，

宗教その他の信条の違いを越えて，難民および同様の窮境

にある人々を対象にできる限り継続的な活動を行ないますｃ

しＪＶＣの会員募集について－会員は，総会に出席し，

ＪＶＣの方針などを決定する他，情報.資料の入手，各種の

活動・報告会。上映会・学習会等へ参加することができま

す。また正会員には自動的に，機関誌（Ｔ/Ｅ）をお送りい

たします。会員の種別と年会費は以下の通りです。

正会員(蒜雲;:::::製重員：:::：
・賛助会員金品による支援（金額は自由です｡）

し機関誌『Ｔｒｉａｌ＆Error』のみの購読について

。毎号１冊送付年間購読料3,000円

・毎号４冊送付年間購読料10,000円

し送金の方法一下記の口座へ郵便振替にてご入金下さい。

①会員：東京５－４８３６５加入者名一ＪＶＣ会員係

②Ｔ/Ｅ：東京３－５４１８６加入者名一ＪＶＣ東京事務所

（住所，氏名，購読開始月をお書き添え下さい。）

－２０－

編集後記

Ｔｒｉａｌ＆Error７６

傍国際とか国際化という言葉が氾濫している。ＪＶＣも日本

語にすると国際という文字が入る。これは同じような名前

の団体が既にあったためだが，いまだに語呂の悪さになじ

めないでいる。

本誌にも行方さんの話が載ったぶどうだなのシンポジウ

ムで，フィリピンの女性が「国際化って何？」といってい
た。これにこだわること自体本物でないのかもしれない。

外国人を呼んだ。でも何を「話したらいいの」ではお話に

ならない。１１本評論社から出ている「地域からの国際化』

(1800円）はとても参考になる。外国とのおつきあいは政府
や専門家の人々に任せてはおけないほど重要なことなのだ。

定価送料共３５０円

千
代
田
線
新
お
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